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＜研究成果要旨＞ 

社会性行動、すなわち個体間の関わりは社会的集団において重要な意味を持ち、その障害は

様々な精神疾患の病態と関連している。社会性は多様な要素によって形成されるが、それを制

御する詳細な分子メカニズムは未だ明らかとなっていない。本研究では、中枢神経系において

神経細胞の環境を維持しているグリア細胞、アストロサイトに特異的なストレス応答性分子

Ndrg2の社会性行動への寄与を、Ndrg2欠損マウスを用いて解析した。 

被験マウスの既知個体と新奇個体への反応を比較可能な 3 チャンバー社会性試験を行った。

野生型マウスでは、既知個体ケージ付近と比較し新奇個体ケージ付近でより長い滞在時間およ

び移動距離が認められた。Ndrg2欠損マウスでは野生型マウスと比較して、新奇個体ケージ付

近での移動距離が有意に低下しており、滞在時間や既知個体に対する反応性には変化は認めら

れなかった。Ndrg2欠損により新規個体への社会的探索行動が減少していると考えられた。 

Ndrg2 欠損マウスで認められた社会性の行動変化がどのような分子メカニズムで調節され

ているのかを解析するために、マイクロアレイにより網羅的解析を行った。その結果、細胞外

基質や樹状突起のスパイン構造の編成に関わる遺伝子群に変化が認められた。また、アストロ

サイトに発現する複数の膜タンパク質の発現が上昇する結果が得られた。 

以上の結果から、アストロサイトに発現する Ndrg2 が、新奇個体接触後の興味喚起につづ

く探索行動の実行、言い換えると「新奇個体への積極性」に重要である可能性が示唆された。

今後は、同定した複数の

候補遺伝子の関与につ

いてさらに解析をすす

める。社会性を規定する

詳細な分子機構を明ら

かにすることで、社会性

行動障害を伴う疾患の

発症機構の理解に貢献

できるものと考えられ

る。 


